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寄
り
添
う
心
の
大
切
さ

総
務
部
長

深
谷
德
重

私
の
務
め
て
い
る
保
護
司
の
機
関
誌
に
こ
ん

な
一
文
が
あ
っ
た
。

俵
万
智
さ
ん
の
短
歌
に
「
『
寒
い
ね
』
と

話
し
か
け
れ
ば
『
寒
い
ね
』
と
答
え
る
人
の

い
る
あ
た
た
か
さ
」
（
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
）

と
い
う
一
首
が
あ
り
ま
す
。
冷
え
込
ん
だ
朝
、

「
寒
い
ね
」
と
話
し
か
け
れ
ば
、
そ
こ
に
一

緒
に
な
っ
て
「
寒
い
ね
」
と
答
え
て
く
れ
る

人
が
い
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
の
あ
た
た
か
さ

と
有
難
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
…
（
中
略
）

…
実
は
、
専
門
職
は
こ
う
し
た
対
応
が
苦
手

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
支
援
の
対
象
者
が
「
寒

い
」
と
言
え
ば
、
慌
て
て
暖
房
の
ス
イ
ッ
チ

を
つ
け
た
り
、
毛
布
を
掛
け
た
り
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
せ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
対
象
者
と

一
緒
に
な
っ
て
「
寒
い
ね
」
と
答
え
る
よ
り

も
、
先
立
っ
て
「
支
援
」
を
し
よ
う
と
し
て

し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
本
人
が
求
め
て
い
る

の
は
、
そ
こ
に
い
て
く
れ
る
存
在
の
「
あ
た

た
か
さ
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
年
祭
活
動
、
「
た
す
け
一
条
の
歩
み
を

活
発
に
推
し
進
め
る
と
き
」
と
お
聞
か
せ
下
さ

る
が
、
お
た
す
け
に
も
色
々
あ
る
と
思
う
。
例

え
ば
「
た
す
け
」
の
漢
字
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

「
救
」
「
助
」
や
「
佐
」
人
偏
に
左
、
こ
れ
も

た
す
け
と
読
む
。
人
の
左
に
い
る
の
も
た
す
け
。

ま
た
「
佑
」
人
の
右
に
い
る
の
も
た
す
け
。
も
っ

と
言
え
ば
「
侑
」
人
偏
に
有
る
、
居
て
く
れ
る

だ
け
で
、
存
在
が
有
る
だ
け
で
た
す
け
。
そ
う

思
う
と
、
大
病
の
お
た
す
け
や
、
大
き
な
事
情

の
お
た
す
け
が
で
き
な
く
て
も
、
落
ち
込
ん
で

い
る
人
の
右
に
そ
っ
と
い
る
だ
け
で
、
少
し
悩

ん
で
る
人
の
左
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
だ
け
で
も
、

ち
ょ
っ
と
元
気
の
な
い
人
の
傍
に
い
る
だ
け
で

も
お
た
す
け
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
心
掛
け

る
、
そ
れ
が
自
分
の
で
き
る
お
た
す
け
の
第
一

歩
で
は
な
い
か
と
思
う
。

私
に
は
そ
う
し
て
た
す
け
ら
れ
た
経
験
が
あ

る
。
今
か
ら
三
十
数
年
前
、
親
の
お
声
を
頂
き
、

私
達
夫
婦
は
中
野
大
教
会
に
入
り
込
ん
だ
。
住

み
慣
れ
な
い
土
地
で
、
不
慣
れ
な
教
会
生
活
、

夫
婦
で
不
安
な
日
々
が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
そ
ん
な
私
に
、
当
時
の
教
区
青
年
会

の
廣
さ
ん
や
安
井
さ
ん
が
す
ぐ
に
委
員
会
へ
と

声
を
掛
け
て
下
さ
っ
た
。
「
何
も
分
か
り
ま
せ

ん
か
ら
」
と
い
う
私
に
、
「
居
て
た
ら
い
い
か

ら
」
と
居
場
所
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
、
中
西
君
や
太
一
ち
ゃ
ん
、
純
孝
君
た
ち
と

時
間
を
共
に
し
、
そ
の
後
、
少
年
会
や
布
教
部

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
に
、
系
統
を
超
え

た
沢
山
の
仲
間
が
で
き
た
。

こ
の
仲
間
と
の
繋
が
り
の
お
陰
で
、
今
日
ま

で
何
度
か
あ
っ
た
自
教
会
で
の
し
ん
ど
い
事
、

心
折
れ
そ
う
な
節
も
、
乗
り
越
え
て
来
ら
れ
た
。

そ
れ
は
勿
論
、
直
接
自
教
会
の
悩
み
を
相
談
し

た
り
、
事
情
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

訳
で
は
な
い
。
だ
け
ど
教
区
に
行
け
ば
こ
の
人

が
い
て
く
れ
る
、
「
し
ん
ど
い
な
」
と
言
え
ば

「
し
ん
ど
い
な
」
と
返
し
て
く
れ
る
、
こ
の
人

た
ち
の
存
在
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
大
い
に

心
を
た
す
け
て
い
た
だ
い
た
日
が
何
度
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
か
。

い
ま
日
本
で
は
、
「
孤
独
・
孤
立
」
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
お
道
を

通
る
人
の
中
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
そ
ん

な
時
に
、
教
区
・
支
部
活
動
で
同
じ
地
域
に
住

む
信
仰
者
お
互
い
が
、
「
寄
り
添
い
、
立
て
合

い
、
た
す
け
合
う
」
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
教

区
活
動
の
大
き
な
値
打
ち
だ
ろ
う
。
私
が
た
す

け
て
い
た
だ
い
て
き
た
、
そ
の
御
恩
返
し
を
、

こ
れ
か
ら
の
教
区
活
動
で
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
派
遣
に
つ
い
て

た
す
け
委
員
会

・
趣

旨
第
５
回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

希
望
に
よ
り
講
話
や
お
て
ふ
り
等
の
講
師
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

・
派
遣
講
師

本
部
在
籍
者
（
本
部
員
、
准
員
）
、
た
す
け
委
員
会
委
員
、

※
直
属
教
会
長

・
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
教
区
実
行
委
員
会

を
通
し
て
、
派
遣
希
望
の
３
か
月
前
ま
で
に
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
事
務
局
（
布
教
部
布
教
二
課
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
留
意
事
項

〇
講
師
の
交
通
費
、
宿
泊
費
は
各
支
部
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

〇
講
師
へ
の
御
礼
は
、
１
会
場
１
万
円
と
し
ま
す
。

〇
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
は
一
任
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局
（
布
教
部
布
教
二
課
）

電
話

：

０
７
４
３
‐
６
３
‐
２
２
４
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
７
８
）

メ
ー
ル
：

yik140@tenrikyo.or.jp

▽
「
お
や
さ
と
講
演
会
」
に
つ
い
て

た
す
け
委
員
会

・
ご
案
内

直
近
の
６
月
25
日
（
水
曜
日
）
は
、
講
師
の
深
谷
善
太
郎
先
生
が
、

「
ひ
な
が
た
を
目
標
に

喜
び
・
お
た
す
け
・
伏
せ
込
み
の
種
ま
き
に

励
も
う
」
を
演
題
と
し
て
講
演
さ
れ
ま
す
。

・
日

時

毎
月
25
日
（
１
月
と
10
月
を
除
く
）

夕
づ
と
め
の
１
時
間
半
前

・
会

場

第
二
食
堂

▽
「
世
界
探
検
の
旅
‐
美
と
驚
異
の
遺
産
‐
」
に
つ
い
て

天
理
参
考
館

奈
良
国
立
博
物
館
開
館
百
三
十
年
と
、
天
理
大
学
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
、
特

別
展
「
世
界
探
検
の
旅
䢣
美
と
驚
異
の
遺
産
䢣
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
展
は
、
世

界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
天
理
参
考
館
の
30
万
点
に
の
ぼ
る
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
厳
選
し
た
作
品
群
と
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
仏
教
美
術
作
品
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
人
類
の
約
６
千
年
に
及
ぶ
歴
史
を
探
求
す
る
展
覧
会
で
す
。

・
会

期

７
月
26
日
（
土
）
～
９
月
23
日
（
火
・
祝
）

・
観
覧
料

一
般

１
千
８
百
円
（
１
千
６
百
円
）
・
高
大
生
１
千
３
百
円
（
１

千
１
百
円
）
・
中
学
生
以
下
は
無
料

※
（
カ
ッ
コ
）
内
は
前
売
り

団
体
料
金
・
そ
の
他
の
料
金
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
博
物
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
時

間

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
（
毎
週
土
曜
日
お
よ
び
、
8
月
5
日

（
火
）
～
8
月
15
日
（
金
）
は
午
後
7
時
ま
で
）

・
会

場

奈
良
国
立
博
物
館

東
・
西
新
館

〒
６
３
０
‐
８
２
１
３

奈
良
県
奈
良
市
登
大
路
町
50
番
地

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
第
４
回
「
報
告
書
」
に
つ
い
て
（
再
掲
）

第
４
回
「
報
告
書
」
は
「
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
「
担
当
者
ペ
ー
ジ
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
・
エ
ク
セ
ル
版
）
で
き
ま

す
。
教
区
へ
の
提
出
〆
切
は
６
月
10
日
で
す
。
（
メ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

・
配
布
物
や
備
品
に
つ
い
て
（
再
掲
）

回
収
し
た
参
加
カ
ー
ド
と
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
教
区
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
控
え

自主プログ
ラムの
講師派遣

について➡

自主プログ
ラムの
講師派遣
願書➡

■
教
区
人
事

※
先
月
号
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
分
の
み

■
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
委
員
会

・
委
員
長

教
区
長

中
西


次

・
委
員

婦
人
会
教
区
主
任

中
西
は
つ
よ

青
年
会
委
員
長

吉
岡

元
洋

少
年
会
団
長

藤
橋

光
康

３
会
の
Ｋ
Ｏ
Ｇ
担
当
者

若
干
名

学
生
担
当
委
員
会
委
員
長

宮
垣

誠

・
設
営
担
当
者

中
西

道
洋
（
琵
琶
）

・
宿
舎
担
当
者

宮
垣

誠
（
学
担
）

・
会
計
担
当
者

岡
田
豊
太
郎
（
青
年
）

・
支
部
担
当
者

先
月
号
の
通
り

■
青

年

会

・
担
当
主
事

安
井

昌
角

・
委
員
長

吉
岡

元
洋(

甲
賀
・
近
愛)

・
副
委
員
長

吉
岡

伸
司(

甲
賀
・
近
愛)

河
野

孝
志(

蒲
生
・
蒲
生)

深
谷

重
孝(

中
野
・
中
野)

岡
田
豊
太
郎(

琵
琶
・
加
茂
野)

・
委

員

中
村

大
喜(

湖
東
・
浅
井)

ひ

ろ

き

田
代

悠(

水
口
・
水
口)

井
上

真
慶(

京
城
・
慶
尚)

ま

さ

よ

し

中
井

一
昭(

大
原
・
近
滋)

寺
田

正
吉(

網
島
・
大
日)

・
支
部
委
員
長

先
月
号
の
通
り
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を
と
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
残
っ
た
配
布
物
も
教
区
へ
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
開
催
御
礼
の
掲
載
を
（
再
掲
）

各
支
部
ペ
ー
ジ
に
開
催
後
の
御
礼
も
、
忘
れ
ず
に
掲
載
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
第
５
回
「
計
画
書
」
に
つ
い
て
（
再
掲
）

第
５
回
「
計
画
書
」
は
「
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
「
担
当
者
ペ
ー
ジ
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
・
エ
ク
セ
ル
版
）
で
き
ま

す
。
教
区
へ
の
提
出
〆
切
は
７
月
２
日
で
す
。
（
メ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

▽
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
「
こ
ど
も
横
丁
」
設
営
に
つ
い
て

〇
準
備
期
間
の
宿
舎
（
豊
井
ふ
る
さ
と
寮
）
備
品
搬
入
（
再
掲
）

・
日

時

６
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
半

こ
ど
も
横
丁
の
現
場
に
集
合

〇
６
月
の
設
営
準
備
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い
（
再
掲
）

・
作
業
日

６
月

８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17

・
18
・
28
・
29
・
30
日

以
上
14
日

〇
７
月
の
設
営
準
備
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い

・
作
業
日

７
月

７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17

・
22
・
23
・
24
日

以
上
14
日

※
７
月
は
、
６
月
と
同
じ
く
各
支
部
延
べ
５
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
委
員
会
の
支
部
担
当
者
の
皆
様
に
は
、
出
仕
を
取
り
ま
と

め
た
「
支
部
出
仕
表
」
を
、
６
月
分
は
６
月
２
日
、
７
月
分
は
７
月
２
日
ま
で
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
提
出
後
の
変
更
は
教
務
支
庁
青
年
（
岡
田
豊
太
郎

080-

6220-4108

）
へ
、
当
日
の
３
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
務
部

・
・
竹
下
部
長
・
・

▽
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
（
再
掲
）

所
轄
庁
（
県
庁
）
へ
提
出
す
る
た
め
の
関
係
書
類
は
、
記
入
例
を
参
考
に
適
正
に

作
成
い
た
だ
き
、
支
部
で
取
り
ま
と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
「
表
紙
」

原
本
を
提
出
し
、
コ
ピ
ー
を
保
管
く
だ
さ
い
。

②
「
代
表
役
員
名
簿
・
責
任
役
員
名
簿
」

コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
「
財
産
目
録
・
決
算
書
」
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
締
切

７
月
２
日

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
に
つ
い
て

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
申
し
込
み
に
つ
い
て
（
再
掲
）

「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
（
締
切
６
月
２
日
・
本
日
）

・
実
施
要
項
に
つ
い
て

担
当
者
用
実
施
要
項
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
各
支
部
２
部
（
支
部
長
宛
封
筒
在
中
）

・
実
施
計
画
書
に
つ
い
て

実
施
計
画
書
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
実
施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
直
接
提
出
（
締
切
８
月
25
日
）
し
て
く
だ
さ
い
。
支
部
内
の
取
り
ま
と
め
に

実
施
計
画
書
の
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
で
参
加
の
呼
び
か
け
（
再
掲
）

実
施
計
画
が
決
ま
っ
た
ら
、
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
投
稿
し
、
参
加
の

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
外
国
語
に
を
い
が
け
ツ
ー
ル
の
ご
紹
介

海
外
の
人
に
対
す
る
に
を
い
が
け
の
場
面
で
、
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
に
を
い

が
け
の
ツ
ー
ル
（
海
外
部
作
成
）
が
あ
り
ま
す
。
①
外
国
語
に
を
い
が
け
フ
レ
ー

ズ
集
（
４
言
語
）
②
天
理
教
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
外
国
語
版

（
15
言
語
）
③
教
語
開
設
ペ
ー
ジ
（
９
言
語
）
④
に
を
い
が
け
外

国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
18
言
語
）
⑤
海
外
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

外
国
語
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
情
報
な
ど
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
「
に
を
い
が
け
勉
強
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

８
月
31
日
（
日
）

・
会

場

教
務
支
庁

・
内

容

講
話
と
布
教
実
動
（
予
定
）

講

師

西
川
寿
一
氏
（
泉
部
属
賑
町
分
教
会
長
）

と

し

か
ず

※
詳
細
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

６
月
30
日
（
月
）
午
前
11
時

外国語ツール
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社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

道
友
社
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
⑥

『
お
や
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
』

絵

西
薗
和
泉

５
月
26
日
発
売

定
価
４
９
５
円
（
税
込
み
）

新
作
『
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
』

７
種
類

定
価

80
円
（
１
枚
）

▽Sk!tto
(

す
き
っ
と
）Vol.42

（
９
月
１
日
発
売
）
予
約
申
し
込
み

予
約
申
込
期
間

６
月
１
日
～
７
月
10
日

予
約
価
格
７
７
０
円
（
税
込
み
）

▽
『
天
理
時
報

新
年
号
』
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

立
教
１
８
９
年
新
年
号
を
教
祖
百
四
十
年
祭
直
前
号
と
し
て
発
行
予
定
。
天
理
時

報
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
送
料
を
道
友
社
が
負
担
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
本
紙

代
（
60
円
）
は
後
日
申
込
者
に
請
求
い
た
し
ま
す
。
所
定
の
用
紙
（
直
属
よ
り
配
布
、

コ
ピ
ー
可
）
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
し
込
み
は
教
会
長
に
限
り
ま
す
。

▽
滋
賀
教
区
社
友
研
修
会

・
日

時

７
月
２
日

午
前
11
時
（
教
区
役
員
会
終
了
後
）

・
講

師

天
理
教
道
友
社

社
長

諸
井
道
隆
先
生

・
対

象

教
区
役
職
員
・
支
部
長
・
支
部
社
友

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
１
７
号
発
行

「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
特
集
の
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
１
７
号
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
本
日
（
６
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
「
現
地
研
修
会
」
の
ご
案
内

終
戦
80
年
を
迎
え
た
今
年
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、
「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
と
「
舞
鶴
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
」
を
巡
り
ま
す
。

●
舞
鶴
引
揚
記
念
館

戦
時
中
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
な
ど
、
戦
争
が
引
き
起
こ
し
た
悲
劇
や
過
酷
な
労
苦
の

体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
子
供
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
の
願
い

で
全
国
か
ら
様
々
な
資
料
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
数
は
１
万
６
千
点
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
一
部
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
舞
鶴
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク

旧
海
軍
の
兵
器
の
保
管
場
所
と
な
っ
た
建
物
跡
な
ど
を
見
学
。

・
開
催
日

７
月
４
日
（
金
）

・
集

合

７
時
30
分

龍
池
分
教
会

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
出
発

８
時
30
分

教
務
支
庁

集
合

８
時
45
分

出
発

・
帰

着

17
時
こ
ろ

教
務
支
庁
に
て
解
散

・
参
加
費

１
千
５
百
円
／
人

・
定

員

20
名
（
先
着
順
）

・
申
込
み

各
支
部
で
取
り
ま
と
め
て
申
込
書
を
教
務
支
庁
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
み
〆
切

６
月
20
日
（
金
）

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

・
・
藪
田
隊
長
・
・

▽
白
川
山
林
整
備
ひ
の
き
し
ん
に
つ
い
て
（
再
掲
）

・
開
催
日

６
月
26
日
（
木
）
～
27
日
（
金
）

午
後
１
時
半
集
合

・
装

備

草
刈
り
機

そ
の
他
下
草
刈
り
に
必
要
な
も
の

・
申
込
み

５
月
末
日
ま
で
に
、
各
支
部
隊
長
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
５
月
献
血
実
績
（
４
／
21
～
５
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

２
名

江
南
北

２
名

★
合

計

江

東

３
名

湖

北

１
名

成

分

８
名

☆
献
血
バ
ス

４
０
０
㎖

２
名

大

津

１
名

西

湖

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
６
月
（
５
月
29
日
）

大

津
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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・
７
月
（
６
月
30
日
）

江
南
北
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

▽
委
員
研
修
会

Ｋ
Ｏ
Ｇ
ひ
の
き
し
ん

・
日

時

６
月
16
日
19
時
集
合

17
日
16
時
解
散

・
場

所

Ｋ
Ｏ
Ｇ
準
備
宿
舎
（
豊
井
ふ
る
さ
と
寮
）

・
内

容

親
睦
会
／
教
理
勉
強
会

こ
ど
も
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん

少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
に
つ
い
て

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
開
催
に
併
せ
、
少
年
会
滋
賀
教
区
団
は
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
及

び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
（
７
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
参
照
）

・
対

象

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

中
学
生
・
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
高
校
生
以
上
の
よ
う
ぼ
く
）

サ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
高
校
生
以
上
）

・
期

間

７
月
31
日
〜
８
月
３
日
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
７
月
30
日
か
ら
）

・
申
込
み

７
月
20
日
ま
で
に
各
支
部
少
年
会
委
員
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
配
布
物

募
集
チ
ラ
シ
・
募
集
要
項
・
参
加
申
込
書
・

「
憩
の
家
」
受
診
に
必
要
な
持
ち
物
（
教
会
布
教
所
に
各
一
部
）

▽
「
第
50
回
少
年
会
雅
楽
勉
強
会
」
の
ご
案
内

・
開
催
日

８
月
18
日
（
月
）
〜
19
日
（
火
）

・
場

所

第
十
二
母
屋

宿
泊
は
各
詰
所

・
受
講
費

２
千
円

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

６
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
期

間

８
月
９
日
（
土
）
〜
13
日
（
水
）

・
募
集
人
員

８
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
受
講
御
供

１
万
円

・
申
込
期
間

５
月
25
日
〜
７
月
25
日

※
詳
細
は
ハ
ッ
ピ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
雲
出
代
表
・
・

▽
「
第
51
回
滋
賀
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い
総
会
」
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

・
日

時

６
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
受
付

１
時
半
開
会

・
場

所

教
務
支
庁

▽
「
道
の
教
職
員
の
集
い
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

・
日

時

６
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
受
付

１
時
20
分
開
会

・
場

所

天
理
市
文
化
セ
ン
タ
ー

滋
賀
里
親
会

・
・
小
椋
会
長
・
・

▽
「
立
教
１
８
８
年
度
里
親
会
総
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

・
日

時

６
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
開
会
（
９
時
半
受
付
）

・
場

所

教
務
支
庁

・
内

容

昨
年
度
の
報
告

今
年
度
の
計
画

中
野
大
教
会
長

深
谷
德
重
先
生
の
お
話

「
子
ど
も
向
け
」
室
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
施

意
見
交
換
会

・
参
加
費

大
人
一
人
５
百
円
（
子
ど
も
は
無
料
）

会
員
は
年
会
費
一
世
帯
１
千
円
も
お
納
め
く
だ
さ
い
。

よ
う
ぼ
く
民
生
・
児
童
委
員
連
盟

・
・
板
倉
代
表
・
・

▽
「
第
８
回
地
域
の
お
た
す
け
研
修
会
⋧
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
⋧
」
の
ご
案
内

・
日

時

６
月
28
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

・
会

場

大
阪
教
務
支
庁

・
テ
ー
マ

地
域
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
際

※
会
員
の
皆
様
に
は
別
途
ご
案
内
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

学修高校の部

インスタグラム
始めました！



支部
実施
単位

会　　場 実施日 総数 男 女 教会長
布教
所長

ようぼく
少年
会員

その他
昨年
実績

支部
滋賀教務支庁

（会場は琵琶湖湖畔）
4月29日 60 27 33 6 1 38 10 5 55

〃 大津赤十字病院 4月29日 39 16 23 4 5 27 3 0 54

瀬田組 唐橋公園 4月29日 51 23 28 4 3 33 10 1 61

草津西組
北組 東組

草津市総合体育館 4月29日 75 30 45 8 7 52 7 1 80

栗東組 栗東運動公園 4月29日 41 16 25 3 4 31 0 3 52

栗東組 栗東運動公園 5月10日 0 6

守山組 守山市民運動公園 4月29日 49 25 24 4 2 31 12 0 52

野洲組 野洲市民グランド 4月29日 37 18 19 4 1 30 1 1 44

甲南組 甲南地域市民センター 4月29日 53 21 32 8 1 38 6 0 55

甲賀組 甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センター 4月29日 33 12 21 5 2 21 3 2 33

信楽組 （特養）信楽荘 4月29日 53 21 32 7 2 38 4 2 78

信楽組 紫香楽病院 6月8日 20

甲南組 （社福）やまなみ工房 5月10日 12 7 5 7 0 5 0 0 17

水口1,2,3
湖南組

水口スポーツの森 4月29日 186 87 99 14 10 131 30 1 188

土山組 土山グランド 4月29日 19 8 11 6 2 11 0 0 20

支部 （特養）近江第二ふるさと園 4月29日 50 26 24 3 7 38 1 1 50

〃 （社福）青い鳥会彦根学園 4月29日 29 15 14 3 1 19 4 2 24

〃 （社福）かすみ会かいぜ寮 4月29日 118 62 56 11 6 69 28 4 115

１組 （特養）万葉の里 4月29日 42 19 23 3 1 32 5 1 55

２組 近江八幡市立八幡公園 4月29日 60 24 36 5 4 47 3 1 62

３組 （特養）白寿荘 4月29日 49 23 26 5 2 28 12 2 56

湖北 支部
市立長浜病院

（昨年は長浜市内の湖岸周辺）
4月29日 211 89 119 20 11 144 24 12 233

支部 大津赤十字志賀病院 4月29日 113 51 62 18 5 54 25 11 134

〃 （特養）さわの風 4月29日 19 9 10 5 0 7 5 2 4

集計 1399 629 767 153 77 924 193 52 1548

令和７年５月３１日現在

立教188年 全教一斉ひのきしんデー 報告書の集計結果

西湖

大津

江西

江南

江南北

江東

江東南
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〈 会場の都合で中止になりました 〉

〈 開催日未到達 〉
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第５回の「ようぼく一斉活動日」が開催されました。(５月31日or６月１日)
各会場の様子が写真で報告されました。スタッフの皆さんお疲れ様でした。

31
日

江
南
北
支
部

甲
賀
大
教
会

１
日

西
湖
支
部

末
廣
分
教
会

１
日

江
東
南
支
部

蒲
生
大
教
会

１
日

江
西
支
部

栗
太
分
教
会
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ようぼく一斉活動日

31
日

湖
北
支
部

湖
旬
生
分
教
会

１
日

江
南
支
部

甲
龍
分
教
会

１
日

大
津
支
部

教
務
支
庁

31
日

江
東
支
部

中
野
大
教
会
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北
陸
自
動
車
道
長
浜
イ
ン
タ
ー
を
下
り
て
国

道
８
号
の
喧
噪
を
南
へ
進
む
こ
と
５
分
、
長
浜

消
防
署
の
南
隣
に
今
浜
分
教
会
が
あ
る
。

今
浜
の
道
は
、
明
治
20
年
頃
、
大
橋
浅
市
が

眼
病
（
そ
こ
ひ
）
を
発
症
し
日
毎
に
悪
化
、
失

明
寸
前
の
と
こ
ろ
を
、
友
人
山
田
吉
次
郎
の
妻

す
え
か
ら
話
を
聞
き
、
す
え
の
実
兄
で
斯
道
会

第
90
号
講
社
（
現
・
雄
松
崎
分
教
会
）
の
熱
心

な
布
教
師
中
野
友
吉
の
お
た
す
け
に
よ
り
御
守

護
頂
き
入
信
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

浅
市
は
、
嘉
永
５
年
11
月
10
日
、
坂
田
郡
長

浜
町
八
幡
で
商
売
を
営
む
中
上
九
八
の
次
男
と

し
て
出
生
。
生
来
剛
毅
な
性
格
で
、
当
時
各
地

で
盛
ん
だ
っ
た
宮
角
力
（
相
撲
）
の
せ
い
り
組

に
属
し
、
四
股
名
を
「
浜
錨
」
と
名
乗
る
花
形

は
ま
い
か
り

力
士
だ
っ
た
。
そ
の
華
や
か
な
取
り
口
か
ら

「
飛
鼠
」
の
異
名
を
取
っ
た
と
い
う
。
片
町
の

と
び
ね
ず
み

花
街
で
人
力
車
の
帳
場
を
預
か
っ
て
い
た
と
き

に
は
、
近
く
で
喧
嘩
が
あ
る
と
す
ぐ
に
駆
け
つ

け
た
が
、
浅
市
の
顔
を
見
る
な
り
喧
嘩
は
治
ま
っ

た
と
い
う
ほ
ど
の
豪
傑
だ
っ
た
。
明
治
14
年
、

六
荘
村
大
字
八
幡
東
に
住
む
大
橋
与
惣
鍋
と
結

よ

そ

な

べ

婚
し
、
ほ
ど
な
く
二
人
の
間
に
は
、
長
男
千
太

郎
、
長
女
と
み
ゑ
を
授
か
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
失
明
を
免
れ
る
と
い
う
奇
跡
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
、
浅
市
は

「
生
涯
人
救
け
に
献
身
せ
ん
」

と
道
一
条
を
決
意
し
、
お
た
す

け
に
奔
走
。
旧
知
の
仲
間
た
ち

は
、
彼
の
あ
ま
り
の
変
わ
り
よ

う
に
感
嘆
し
た
と
い
う
。
し
か

し
、
心
な
い
人
々
の
反
対
も
強

く
、
そ
の
道
す
が
ら
は
決
し
て

容
易
で
は
な
か
っ
た
。

浅
市
の
白
熱
の
布
教
の
結
果
、

教
え
は
３
年
ほ
ど
で
近
郷
に
広

ま
り
、
信
者
総
数
七
十
余
名
に

上
っ
た
。
そ
し
て
明
治
24
年
２

月
４
日
浅
市
が
講
元
、
山
田
吉
次
郎
を
講
脇
と

し
て
斯
道
会
第
１
３
２
号
の
講
名
を
頂
い
た
。

そ
の
後
も
道
は
浅
井
郡
か
ら
さ
ら
に
美
濃
へ
と

伸
び
、
大
垣
に
て
部
内
講
社
の
設
立
に
至
る
。

こ
の
頃
か
ら
信
者
一
同
の
間
に
教
会
設
立
の
機

運
が
漲
り
、
明
治
36
年
２
月
10
日
、
大
原
支
教

会
役
員
上
田
秀
吉
を
所
長
に
迎
え
、
浅
市
は
副

所
長
と
し
て
、
長
浜
町
字
片
町
四
十
一
番
地
に

て
、
今
濵
出
張
所
の
お
許
し
を
戴
い
た
。
同
41

年
３
月
に
は
長
浜
町
三
ツ
矢
に
移
転
、
さ
ら
に

同
42
年
に
は
今
濵
宣
教
所
と
改
称
さ
れ
た
。

明
治
44
年
８
月
23
日
浅
市
が
出
直
し
、
翌
45

年
７
月
19
日
初
代
上
田
所
長
も
出
直
し
た
。
後

任
者
と
し
て
、
大
正
元
年
12
月
22
日
浅
市
の
長

男
千
太
郎
が
二
代
所
長
に
就
任
。

昭
和
８
年
に
は
浅
井
郡
に
部
内

姉
川
宣
教
所
の
設
置
を
み
る
。

昭
和
19
年
５
月
11
日
、
千
太

郎
が
出
直
す
も
、
後
継
者
で
あ
っ

た
長
男
常
一
が
出
征
し
た
た
め
、

同
年
７
月
25
日
千
太
郎
の
妻
い

の
が
三
代
会
長
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
常
一
は
ル
ソ
ン
島
で

戦
死
。
昭
和
22
年
か
ら
23
年
に

か
け
て
、
近
江
浜
、
伊
吹
、
内

保
、
姉
川
北
と
４
箇
所
の
部
内

教
会
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
32
年
、
い
の
会
長
が
高
齢
で
教
務
が
難

し
く
な
っ
た
た
め
、
４
月
26
日
常
一
の
妻
玉
代

が
四
代
会
長
を
拝
命
し
た
。
先
代
か
ら
の
積
年

の
願
い
で
あ
っ
た
教
会
移
転
に
尽
力
し
、
昭
和

42
年
１
月
26
日
平
方
町
の
現
在
地
へ
移
転
の
お

許
し
を
戴
き
、
翌
43
年
４
月
６
日
神
殿
移
転
建

築
奉
告
祭
が
勤
め
ら
れ
た
。

常
一
の
嗣
子
道
郎
は
専
修
科
を
卒
業
後
、
大

原
分
教
会
（
当
時
）
で
青
年
勤
め
。
そ
の
後
名

古
屋
方
面
へ
単
独
布
教
に
出
る
。
帰
会
後
は
玉

代
会
長
を
補
佐
し
つ
つ
教
務
に
励
ん
だ
。
昭
和

44
年
部
内
姉
川
西
分
教
会
設
立
。
昭
和
45
年
玉

代
会
長
辞
任
に
伴
い
、
道
郎
が
五
代
会
長
に
就

任
。
道
郎
の
丹
精
に
よ
り
部
内
教
会
東
江
州
、

浜
湖
月
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
58
年
12

月
17
日
三
代
真
柱
様
の
ご
巡
教
を
頂
い
た
。

道
郎
の
長
男
常
彦
は
、
昭
和
63
年
天
理
高
校

か
ら
天
理
大
学
宗
教
学
科
へ
と
進
学
。
卒
業
後

は
、
大
原
分
教
会
（
当
時
）
に
て
青
年
勤
め
。

平
成
８
年
、
小
川
あ
き
と
結
婚
し
夫
婦
で
大
教

会
に
住
み
込
ん
で
、
二
男
一
女
を
授
か
る
。
平

成
12
年
、
父
道
郎
の
突
然
の
身
上
に
よ
り
自
教

会
へ
と
戻
り
、
翌
13
年
六
代
会
長
を
拝
命
し
た
。

こ
の
時
今
浜
分
教
会
（
濵
䢪
浜
）
に
改
称
。

常
彦
会
長
は
、
長
年
大
教
会
の
学
生
担
当
や

少
年
会
の
御
用
を
務
め
る
傍
ら
、
自
教
会
な
ら

び
に
部
内
教
会
の
丹
精
に
勤
し
む
中
、
只
今
の

年
祭
活
動
仕
上
げ
の
旬
に
あ
っ
て
、
「
親
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
定
め
の
完
遂
を

目
指
し
て
、
大
教
会
の
打
ち
出
し
で
あ
る
初
席

者
と
新
よ
う
ぼ
く
の
御
守
護
を
頂
く
べ
く
努
力

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№119

今
浜
分
教
会
（
大
原
・
湖
北
支
部
）

い

ま

は

ま
会
長

大
橋

常
彦

住
所

長
浜
市
平
方
町
一
一
三
五
番
地

大橋常彦会長夫妻

●

今浜分教会
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５月 教区日誌 ６月 行事予定

／１ 教会探訪ルポ取材 大湖分教会
／２ 主事会、役員会、婦人会例会

第１回地方委員会
こどもおぢばがえり委員会 13:00

／４ 現地研修会下見（啓発委員会）

／15 里親会総会 10:00
／21 道の教職員の集い近畿ブロック研修会

（天理市文化センター）

／25 支部長研修会（南右二棟）14:00
教区長会議（38母屋）16:00

／26 白川山林整備ひのきしん（災救隊・～27日迄）

／28 道の教職員の集い総会 13:30
地域のおたすけ研修会（ようぼく民生児童委員連盟）

少年会例会 10:00
／29 広報委員会 16:00
／30 庁舎清掃ひのきしん 江南北支部

布教部例会 11:00

・松村 豊治 氏［湖東 江西］
ま つ むら と よ はる

７２歳 湖福分教会会長
こ ふ く

本部詰員 大教会役員 地方委員 歴任
５月３日 出直されました

訃 報

◇６月開庁時間 午前９時～午後４時半
◇６月閉庁日 14・21・22・23・25・26
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
ようぼく民生児童委員連盟情報交換会
会計監査 13:00

／５ 教会探訪ルポ取材 今浜分教会
／６ 視察（任命）伊吹分教会
／17 女子青年例会
／25 教区長会議（38母屋）16:00
／27 書記研修会（教庁３階）9:30
／28 少年会例会 10:00 布教部例会 14:00
／29 広報委員会 14:00

庁舎清掃ひのきしん 大津支部

☜布教月報

道友社報☞

☜学生担当者報ＱＲ
コーナー

■ こども横丁設営ひのきしん活動日 ■
６月と同様に、７月も各支部延べ５名以上の

出仕をお願いします。ＫＯＧ委員会の支部担当者の皆様には、出

仕を取りまとめた「支部出仕表」、６月分は６月２日、７月分は

７月２日までに教区へご提出ください。

尚、提出後の変更は教務支庁青年（岡田豊太郎 080-6220-4108）

へ、当日の３日前までにご連絡をお願いします。

７
月

８
火

９
水

10
木

11
金

12
土

13
日

14
月

15
火

16
水

17
木

22
火

23
水

24
木

７月の予定

情報ねっと☞

☆新任教会長紹介☆

伊吹分教会
い ぶ き

［大原 湖北］

教会長 戸田 怜子
と だ れ い こ

奉告祭 ６月１５日

布教所関係

▽布教所長変更

・向陽布教所 ［大原 湖北分 西湖］
こ う よう

新所長 吉本 和幸
よ し もと か ず ゆき

８
日

９
月

10
火

11
水

12
木

13
金

14
土

15
日

16
月

17
火

18
水

28
日

29
月

30
火

６月の予定


